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令和３年11月１日（月曜日）

午前９時59分開会

審査・調査事項

○その他報告事項

・今後の経済対策の方向性と令和４年度の重点

施策について

・ＰＣＲ検査の支援について

・全国知事会地方税財政常任委員会の活動につ

いて

・みやざきワーケーション推進協議会の設立に

ついて

・宮崎県文化芸術振興条例(仮称)の骨子（案）

について

・令和４年度当初予算編成方針について

出席委員（８人）

委 員 長 西 村 賢

副 委 員 長 安 田 厚 生

委 員 星 原 透

委 員 中 野 一 則

委 員 外 山 衛

委 員 田 口 雄 二

委 員 井 上 紀代子

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

総合政策部

総 合 政 策 部 長 松 浦 直 康

政 策 調 整 監 渡 辺 善 敬

総合政策部次長
内 野 浩一朗

（政策推進担当）

総合政策部次長
矢 野 慶 子

（ 県 民 生 活 ・ 文 化 祭 担 当 ）

総 合 政 策 課 長 大 東 収

高 妻 克 明広域連携推進室長

秘 書 広 報 課 長 平 山 文 春

広 報 戦 略 室 長 佐々木 史 郎

統 計 調 査 課 長 小 園 浩 孝

総 合 交 通 課 長 髙 橋 智 彦

中山間・地域政策課長 川 端 輝 治

甲 斐 慎一郎産 業 政 策 課 長

生 活 ・ 協 働 ・
山 崎 博 信

男 女 参 画 課 長

川 越 直 海交通・地域安全対策監

みやざき文化振興課長 河 野 龍 彦

国 民 文 化 祭 ・
坂 元 修 一

障害者芸術文化祭課長

人権同和対策課長 後 藤 英 一

情 報 政 策 課 長 戸 髙 広 信

国民スポーツ大会
井 上 大 輔

準 備 課 長

総務部

危機管理統括監 小 田 光 男

総 務 部 次 長
棧 亮 介

（総務・市町村担当）

総 務 部 次 長
渡久山 武 志

（ 財 務 担 当 ）

危機管理局長兼
日 髙 正 勝

危 機 管 理 課 長

佐 藤 彰 宣総 務 課 長

人 事 課 長 長谷川 武

行政改革推進室長 渡 邉 世津子

財 政 課 長 石 田 渉

鹿 島 寛 俊財産総合管理課長

満 留 芳 文税 務 課 長

令和３年11月１日(月)
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市 町 村 課 長 川 畑 敏 彦

総務事務センター課長 新 立 賀津雄

消 防 保 安 課 長 佐 藤 勝 重

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 増 本 雄 一

議 事 課 主 事 山 本 聡

ただいまから総務政策常任委員○西村委員長

会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付いたしました日程案のとお

りでよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○西村委員長

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前９時59分休憩

午前10時１分再開

委員会を再開いたします。○西村委員長

それでは、報告事項の説明を求めます。

。○松浦総合政策部長 総合政策部でございます

どうぞよろしくお願いいたします。

初めに、何点かお礼を申し上げます。

まず、国文祭・芸文祭であります。10月17日

に無事閉会式を迎えることができました。中野

議長、西村委員長をはじめ多くの委員の皆様に

も御出席をいただき、誠にありがとうございま

した。107日間の長丁場でありましたけれども、

県内各地で開催されましたプログラムにもそれ

ぞれのお立場で御参加をいただきまして、心か

ら感謝を申し上げます。

新型コロナの拡大によりまして、８月以降、

やむなく中止や内容の変更等がありまして、そ

れは課題として受け止める必要があると思って

おりますが、オンラインの活用なども含めて、

何とか閉会式まで開催できたということにつき

まして、出演者、参加者、その他大会に関わっ

ていただきました多くの皆様に感謝を申し上げ

ます。

今回の大会をきっかけにしまして、地域の文

化をしっかり継承し、また、その成果を本県文

化の魅力発信、共生社会の実現等につなげてま

いります。

次に、10月20日でありますが、広島県で開催

されました宮崎カーフェリーの１隻目の新船た

、かちほの進水式に中野議長に御出席をいただき

誠にありがとうございました。ほかにも県内の

経済界だけではなく、神戸市からも多くの方々

。に御出席をいただき盛大な進水式となりました

コロナ禍に加えまして、原油高騰もあり厳し

い状況は続いておりますけれども、本県経済の

生命線であるこの航路を安定的に維持していく

、 、ため 引き続きオール宮崎の体制を維持しつつ

力を合わせて支援してまいりますので、県議会

におかれましても御支援・御鞭撻のほどよろし

くお願いいたします。

次に、ＪＲ日南線であります。台風14号によ

る大雨被害によりまして、９月16日から青島・

志布志駅間で運転見合わせが続いております。

９月28日には西村委員長と私が宮崎事業部に要

望を行いまして、また、10月26日には、ＪＲ九

州本社に対しまして、知事と中野議長より要望

を行っていただいたところであります。

その結果、10月27日のＪＲ九州の社長会見の

中で、年末までには運転再開を目指すと発表さ

れたところであります。

現在、代替交通手段として、バス輸送が実施

されておりますけれども、利用者負担の軽減、
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あるいは不安解消のために、一日も早い全線運

転再開を引き続き求めてまいります。

最後に、10月28日にメディキット県民文化セ

ンターで開催しました拉致問題啓発舞台劇の公

演につきまして、中野議長をはじめ議員の皆様

、 。に御出席をいただき ありがとうございました

本県関連の特定失踪者の御家族や、救う会宮

崎として活動を続けておられる方々をはじめ、

高校生や中学生の皆さん、その他県民の皆様に

も多くの参加をいただき、北朝鮮による日本人

拉致問題に関心を寄せていただけるよい機会に

なったと感じているところでございます。

それでは、本日の報告事項に移らせていただ

きます。

お手元の総務政策常任委員会資料を御覧くだ

さい。表紙の下のほうに目次がございます。本

日は、ここにございますように、今後の経済対

策の方向性と令和４年度の重点施策についてを

含め５件の報告でございます。

詳細につきましては、担当課長からそれぞれ

御説明させていただきます。

私からの説明は以上であります。どうぞよろ

しくお願いいたします。

それでは、総合政策課か○大東総合政策課長

ら、今後の経済対策の方向性と令和４年度の重

点施策について御説明いたします。

資料の１ページを御覧ください。

まず、大きな１のコロナ禍からの県民生活・

県内経済の復興への取組についてであります。

令和２年初めからの新型コロナの感染拡大を

、 、受けまして これまでの対応といたしましては

（１）にありますとおり、同年５月に新型コロ

ナウイルス感染症経済対応方針を策定いたしま

して、以後、本年９月までに総額約1,500億円の

対策予算によって、事業の継続や雇用維持など

を支援してきたところでございます。

過去最大の感染拡大となりました第５波が収

束しました現在 （２）にありますとおり、経済、

回復に向けて切り札となるワクチン接種の推進

や飲食店認証など安全・安心の環境づくり、既

存予算を活用した需要喚起に取り組んでいると

ころでございます。

今後のさらなる復興に向けた方向性の考え方

といたしましては （３）にありますとおり、年、

末年始の人流拡大により、第６波が今後懸念さ

れるなど、コロナを克服して、以前のような社

会を取り戻すまでには、まだしばらく時間を要

すると考えられますけれども、ワクチン接種や

安全・安心の環境づくりを併せて進めることに

よりまして、感染症対策から経済活動の活性化

に段階的に移行させていくものであること。

また、当面は既存事業の活用により、経済対

策に対応するとともに、来年度予算や国の新た

な経済対策の動きを踏まえまして、機動的に施

策を展開していくこと。

以上の考え方に基づきまして、今後の復興対

策に当たりましては （４）にありますとおり、、

県民生活・経済活動を早急に立て直し、成長へ

の基盤を回復すること、宮崎らしさの発揮によ

り、コロナ後の成長活力を創出すること、コロ

ナ禍の経験を踏まえ、感染症にも強い地域医療

体制の充実を図ることの３つの視点から取り組

んでいくということとしております。

次に、右のページでございます。

２の令和４年度における重点施策についてで

ございます。これは、来年度予算における事業

構築に当たりまして、特に重点的に取り組んで

いく項目について、３つの柱から整理したもの

でございます。

まず、１つ目の柱、喫緊の課題であります、
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コロナ禍からの復興と新たな成長活力の創出で

ございます。

これは、先ほどの復興対策の視点を踏まえた

具体的な施策ということになります。コロナ禍

からの速やかな復興とコロナ後の宮崎の新たな

成長を促すための取組といたしまして、①から

⑤にありますとおり、感染症に強い医療提供体

制の充実、あるいは県民生活、地域経済の早期

回復、変化を実感できるデジタル化の推進、ゼ

ロカーボン社会づくりの推進、宮崎ならではの

魅力の向上と情報発信の強化、この５つを掲げ

ております。

３ページを御覧ください。

２つ目の柱が、人口減少対策の取組の強化で

ございます。

これは、従来から最重要課題といたしまして

取り組んでいる項目であります。引き続き①少

子化対策の着実な推進と次代を創る子どもたち

の育成、未来を支える産業人財の育成・確保の

２つを掲げております。

３つ目の柱といたしまして、安心・安全な魅

力ある地域づくりとしております。強靱な県土

づくりの着実な推進に引き続き取り組みますほ

か、コロナ後も見据えまして、持続可能な魅力

ある地域づくりを進めていくこととしておりま

す。

これらの項目を中心に来年度の事業構築を図

りまして、県議会の皆様方、市町村、関係団体

とも連携しながら、コロナ禍からの速やかな復

興と新たな成長の基礎づくりを進めますととも

に、引き続き、人口減少や持続可能な地域づく

りといった県政の重要課題にもしっかりと対応

していきたいと考えております。

続きまして、４ページを御覧ください。

ＰＣＲ検査の支援について、御説明いたしま

す。

県では、県境往来者向けと県民向けの二通り

の検査支援を実施しております。

まず、１の県境往来者向け支援につきまして

は、帰省やビジネスによる来県者、県外等を往

来する県民の皆様を対象に、羽田、伊丹、福岡

の各空港内での検査や郵送による検査を支援し

ております。

利用料金は、公共交通利用者は無料、自家用

車等利用者は、１件当たり3,000円となっており

まして、この公共交通利用者につきましては、

、不特定多数と接触する機会がありますことから

より受検しやすいように無料としているもので

ございます。

検査実績につきましては、７月１日の開始以

来、約２万9,000件でございます。このうち陽性

件数は20件となっております。

、 。次に ２の来店型検査センターでございます

対象者といたしましては、感染に不安を抱え

る県民などで、県内５か所に設置しております

検査センターに来店して検査を受けていただい

ております。利用料金は１件1,900円、来店でき

ない方には、郵送による検査にも対応しており

ます。

検査実績は、９月28日の空港店舗開設以来、

約1,900件 陽性者数は 現在のところゼロとなっ、 、

ております。

説明は以上でございます。

、○高妻広域連携推進室長 広域連携推進室では

全国知事会地方税財政常任委員会の運営をはじ

め、知事会に関する連絡調整等を所管しており

ます。これから年末にかけて、国において、税

制改正や予算編成が議論されます。今後、知事

会要望も本格化してまいりますので、本日は地

方税財政常任委員会の活動について報告させて
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いただきます。

資料の５ページを御覧ください。

中ほどでございますが、括弧書きのこれまで

の主な活動実績についてであります。５月に第

１回常任委員会、６月に全国知事会を開催して

おります。これは、概算要求に向けた知事会提

言を取りまとめたものであります。

。 、その４行下を御覧ください このほかの後に

地方創生臨時交付金の増額等に向けた要望活動

を４回実施とあります。御案内のとおり、地方

創生臨時交付金は、地方のコロナ対策の根幹を

支える財源であります。ただ、国もコロナ対策

に100兆円を超える赤字国債を充てておりますの

で、自由度の高い交付金の増額には極めて慎重

であります。

このため、本県で全国の状況を調査分析した

上で、地方の実情を踏まえた資料を作成し、会

長県や地方創生の担当県とともに、繰り返し足

を運び、要望を行っております。

本県は昨年末からこの要望に携わっておりま

す。これまでの要望活動で、地方創生臨時交付

。金の事業者支援分の創設につながっております

これによりまして、都道府県に5,000億円、市区

町村に1,000億円が配分されました。本県には

計63億円、県内市町村にも11億円が配分されて

おります。

その下、今後の主な活動予定を御覧くださ

い。11月に第３回常任委員会の開催とございま

す。これは、税制改正大綱及び政府予算案決定

に向けた要望案を審議するものでありまして、

あしたウェブで開催することとしております。

その後の要望活動の予定は御覧のとおりでござ

います。

６ページを御覧ください。

明日の税財政常任委員会で審議をする主要事

項の素案でございます。

大きな柱は４つございます。この中でも１の

①地方創生臨時交付金の２兆円規模の増額、２

の①地方一般財源総額の確保・充実などを中心

に議論されるものと存じます。

１ページめくっていただいて、７ページでご

ざいます。

上の段は、昨年度の主な知事会要望とその反

映状況であります。本県の予算もこうした財源

を根拠に編成されるものであります。

下の段を御覧ください。

宮崎県としての取組方針であります。御案内

のとおり、都道府県の間では、財政事情やニー

ズが大きく異なっております。このような中で

どのように要望をまとめていくか。これは委員

長県として悩みながら取り組んでいるところで

あります。

方針は４つでございます。

１点目は、会長県・関係県との密接な連携。

２点目は、客観的データ、実態把握に基づく

具体的要望 これは、大都市部と地方の団体─

がお互いの実情を客観的に認識することによっ

て合意を形成していくための工夫であります。

３点目は、国側の視点にも立った「伝わる」

資料づくり。これは、国のニーズも把握しなが

ら資料を作成することで、要望の実現性を高め

ていくということであります。

、 、 。最後に 全国のため 宮崎のためになる要望

これはまさに当室のミッションそのものでござ

いまして、県政の課題を知事会等の枠組みを活

。用しながら解決していくということであります

当室では、この方針に基づきまして、知事の

指示を仰ぎ、政策調整監以下室員５人で日々業

務に当たっているところでございます。

私からは以上でございます。
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常任委員会資料○川端中山間・地域政策課長

の８ページを御覧ください。

私からは、みやざきワーケーション推進協議

会の設立について御説明いたします。

まず、１の設立の趣旨ですが、コロナ禍での

地方回帰の動きやテレワークの進展に伴い、全

国的なワーケーションへの関心の高まりと、県

、内でも受入れの取組が広がりつつあることから

県内の民間事業者・関係団体・行政等の参画に

より、ワーケーションの情報共有や対外的な情

報発信等を効果的に行うための推進体制を整備

いたしました。

２の協議会の概要ですが、去る10月21日に、

宿泊事業者をはじめとする民間事業者、関係団

体、市町村・県の合計62団体の参画を得て設立

したところであります。

なお、ワーケーションに関する官民の協力組

織設立は、九州各県で初めてとなります。

代表者には、会長として、国立大学法人宮崎

大学地域資源創成学部長の桑野斉様に就任いた

だき、講演会では、先進地である和歌山県南紀

白浜町から講師を招いた講演とともに、日向市

及び椎葉村から事例を発表していただいたとこ

ろです。

最後に、今後の取組ですが、協議会では、今

後、先進事例や県内での取組、国の施策に関す

る情報共有や意見交換を行うなど、関係者の連

携により県内でのワーケーション受入れを促進

してまいります。

このほか県では、６月補正予算で議決いただ

きましたワーケーション受入体制構築事業によ

りまして、県内のワーケーションに関する情報

を一元的に発信するためのホームページの制作

や旅行会社とタイアップしたモデルプログラム

の開発・実証などを進めてまいります。

説明は以上です。

常任委員会資料○河野みやざき文化振興課長

の９ページをお開きください。

宮崎県文化芸術振興条例（仮称）であります

けれども、骨子（案）について御説明をいたし

ます。

本条例案に関しましては、来年の３月の施行

を目指して作業を進めておりまして、当委員会

におきましても、その旨、報告をしているとこ

ろであります。

改めて申し上げますと、１の制定理由につき

ましては、国文祭・芸文祭の開催による文化芸

術に対する関心の高まりや、文化芸術活動の盛

り上がりを一過性のものとせず、今後も本県の

文化芸術の振興等を図っていくため、その基本

理念や施策の基本となる事項等を定め、総合的

かつ計画的に施策を推進することとし、条例の

制定をするというものであります。

２のこれまでの取組でありますが、有識者で

構成をいたします、みやざきの文化を考える懇

談会を開催し、御意見も伺いながら、検討を進

めてまいったところであります。

３の骨子（案）につきましては、右のページ

の10ページに概要をまとめております。こちら

で御説明をしたいと思いますけれども、説明に

入る前に、１枚めくっていただきまして11ペー

ジをお開きください。

条文には前文を設けることといたしておると

ころでありまして、そのイメージであります。

本県の文化芸術のありよう、あるいは文化振興

の意義などを記載することとしております。

前文のイメージでありますが、かつて日向の

国と称された宮崎県、まさにさんさんと太陽が

降り注ぎ、豊かな自然、温暖な気候風土に恵ま

れております。そういった中で、４行目であり
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ますが、先人たちは互いに助け合い、祈りと感

謝をささげながら、狩猟など様々ななりわいや

、 。伝統工芸 多彩な食文化を生み出してきました

また、本県は、古事記・日本書紀に日向神話

の舞台として描かれておりますが、数多くの神

話や伝承、神楽をはじめとする多様の民俗芸能

や祭りなどが、今も暮らしの中に息づき、それ

を背景としながら、文学や美術、音楽など様々

な文化芸術も育まれてきました。

このような文化芸術は、生きる喜びをもたら

し、創造性と郷土愛を育み、人と人とのつなが

りや互いに理解し尊重し合う場を提供する県民

共通の財産であります。

人口減少をはじめ時代が大きく変化する中に

あって、今改めて、文化芸術が有します固有の

、 、意義と価値 表現の自由の重要性を深く認識し

先人たちから受け継いできた文化芸術を継承、

、 、発展させるとともに 新たな文化芸術を創造し

もって一人一人が生き生きと暮らすことができ

る活力ある地域社会の形成につなげていくこと

を決意し、この条例を制定する、そう前文には

記載したいと考えております。

12ページ以降は、条文となる部分を記載して

おりますが、先ほど申し上げましたように、前

のページに戻っていただきまして、概要を10ペ

ージで説明したいと思います。

まず、１の総則、目的でありますが、文化芸

術の振興、それから文化芸術のそのものの振興

だけにとどまらず、文化芸術によって生み出さ

れる様々な価値、例えば障がいを持つ方にその

個性を発揮していただく、あるいは、生き生き

と過ごしていただくことにつながるとか、ある

いは、地域を見詰め直し、地域づくりにもつな

がるとか、そういったような文化芸術によって

生み出される様々な価値というものを活用、生

かしていくということに関しまして、基本理念

を定め、県の責務等を明らかにするとともに、

文化芸術の振興等に関する施策の基本となる事

項を定めることにより、施策を総合的かつ計画

的に推進し、もって真にゆとりと潤いを実感で

きる県民生活及び活力ある地域社会の実現に寄

与することを目的とする、としております。

次に、基本理念でありますが、この条例は理

念条例でありますけれども、文化芸術の振興等

に当たっての考え方、考慮すべきこと、あるい

は尊重・配慮すべきことを基本理念として、以

下のような形で記載することとしております。

まず、県民一人一人が文化芸術に関する活動

の主体でありますので、そういった認識の下で

その自主性の尊重や、その下の創造性の尊重あ

るいは能力の発揮、３つ目の県民がひとしく、

年齢、障がいのあるなし、あるいは、居住する

地域等にかかわらず、文化芸術を観賞し、参加

し、創造することができる、そういったことが

考慮されなければならないということでありま

すとか、４つ目の県民の関心や理解を深めるこ

と、文化芸術の多様性の尊重、あるいは、その

下の郷土への誇りと愛着を持って将来に継承で

きるようにすること。

そのほか、本県の文化芸術の発信、交流の推

進、教育の重要性、文化芸術と各施策との有機

的な連携や一番下に参りますが、関係する各主

体の連携・協力、文化芸術の振興等に当たって

は、こういったことについて、考慮あるいは尊

重・配慮されなければならない。そういったこ

とを基本理念には定めることとしております。

次に、責務・役割につきましては、文化芸術

の振興等に当たっての県の責務とともに、楕円

で結んでおりますけれども、御覧のように、県

民、文化芸術団体等、教育機関、事業者あるい
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は市町村、そういった主体の役割を規定するこ

ととしております。

、 、県の責務でありますが 施策の総合的な策定

実施 条例は、大きな方向性を定めるもので─

すので、別途、計画を策定しまして、効果的に

施策を推進することとしており、市町村、国等

その他、連携・協力を行いながら、今後取り組

んでまいりたいと考えております。

、 、次にその下 第２章の基本施策でありますが

県が必要な施策を講ずることや、文化振興等に

当たっての大きな方向性について定めるもので

あります。

まず左下、文化芸術の振興としまして、対象

となる文化芸術の例示 これは国の文化芸術─

基本法もそうなのですが、イメージしやすいよ

うに例示をするものであります。おおむね法律

の記載に準じておりますけれども、２つ目の丸

の小さな丸ポツ、本県の特色ある文化として神

楽等の民俗芸能、あるいは、神話・伝承なども

記載することとしております。

次に右側、条例に定める理念を推進していく

ために必要な施策の方向性について、環境づく

り、人づくり、それから地域づくりの３つの柱

で示しております。

まず、文化芸術を実感できる環境づくりとし

まして、県民の文化芸術に対する興味や関心を

広げ、理解の醸成、あるいは共感を深められる

よう必要な施策を講ずるよう努めるということ

や、県民の文化芸術の鑑賞等の機会の充実を図

るために必要な施策を講ずるよう努めることな

どを定めることとしております。

次に、文化芸術を支え、育む人づくりとしま

して、文化芸術を通じて郷土に対する誇りと愛

着を持てるよう、学びの機会の創出などの必要

な施策を講ずるよう努めることをはじめ、子供

、 、の感性や構造性等の育成 その下になりますが

障がいのある人、あるいは、高齢者の文化芸術

活動の充実について必要な施策を講ずるよう努

めることなどを定めることとしております。

、文化芸術を活用した地域づくりとしましては

文化芸術が、地域の活性化、観光等の活性化あ

るいは交流の推進に資するよう必要な施策を講

ずるよう努めることを定めることとしておりま

す。

概要は以上でありますが、もう一度、左の９

ページにお戻りいただきたいと思います。

５の今後の取組につきましては、本日の委員

会での報告の後、パブリックコメントを実施し

たいと考えております。また、有識者で構成い

たします文化を考える懇談会では、先日も熱心

、な御意見をいただいているところでありますが

そういった懇談会の御意見も踏まえまして、多

少文言に修正が出てくるとは思いますが、条例

案として固めた上で、令和４年２月定例県議会

に議案として提出させていただきまして、３月

。の施行を目指してまいりたいと考えております

私からの説明は以上であります。

執行部の説明が終わりました。○西村委員長

質疑はございませんか。

総合政策課、広域連携室にも通じ○図師委員

るところなんですが、令和４年度の重点施策に

ついて説明いただいたのですが、私は３ページ

の（２）人口減少対策の取組強化というところ

から、質問が広範囲になってしまうのですが、

次の広域連携の推進の中でもありますとおり、

今度は宮崎県としての全国知事会において、ど

、ういう立場を取っていくかの中で説明があった

７ページの宮崎としての取組方針の４番です。

全国のために、宮崎のためになる要望をする

何が言いたいかというと、人口対策の強化─
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にもなり、全国のためにもなる、宮崎のために

もなるということが、その後に出てきました中

山間・地域政策課にあるワーケーションの事業

推進につながっていくのかなと。横串で突き刺

して、言わば宮崎の少子化対策にもなる。

今、全国では会社関係もテレワークとかワー

ケーションの推進をしている。その方々が宮崎

に来てもらうことによって、人口減少の対策に

もなるということで、ワーケーションというも

のを、今後、宮崎県の中心政策として置いて、

ここに重点的に関係市町村 私は関係市町村─

との連携というよりも、県が主導して、県がワ

ーケーションの拠点づくりをするとか、例えば

この地域にモデル地域とか、モデル住宅とか、

モデル事業を集積して、県が旗を振っていく。

市町村がやることをサポートするだけではな

くて、県が自らのイニシアチブを取るような事

業展開をされてはどうかなと思うんです。質問

があっちこっち行ってしまいましたが、中山間

・地域政策課に、これを今後の県の重点施策の

柱の一つとして旗揚げしていくようなお考えが

ないのかどうか、お聞きしたいと思います。

今回、重点施策○川端中山間・地域政策課長

の中の２ページにワーケーションという言葉を

入れております。コロナ禍の中で地方回帰の動

きが始まっていることと、テレワークが促進さ

れていくということでワーケーション もと─

もとは観光と休暇を合わせた言葉ですけれども

地方に人を呼び込んでテレワークをして、─

地域の住民の方と地域の課題解決まで含めて、

企業と関係を持っていくというような意味合い

で広がっていると聞いております。

県でも力を入れて取り組んでいくということ

で、今回、市町村や県内の民間企業と一緒に協

議会をつくっていったところです。県だけでは

できない取組でもありまして、市町村とも協力

しながら、旗振り役はもちろんやるつもりで取

り組ませていただくということで 今回こういっ、

た協議会をつくって、さらに前に進めていく所

存です。

今、課長の話にもありましたとお○図師委員

、 、り ワーケーションということを入り口にして

いきなりＵターン、Ｉターン、Ｊターンという

移住政策は非常にエネルギー量が大きいと思い

ますので、このワーケーションの事業で宮崎の

よさを知ってもらった上で、さらにそこから移

、 、住につながるとか そういうトータル的な計画

事業というものをぜひ県が主導でやっていただ

ければと思いますし、ひいては少子化対策にな

るというところまで持っていけたらすばらしい

事業展開になるのではないかなと思っておりま

すので、ぜひこの推進協議会の内容並びに今後

の具体的な政策展開に期待しております。

一点だけ伺いますけれども、１ペ○外山委員

ージの（４）の②の宮崎らしさの発揮というの

は、どういうイメージですか。

この宮崎らしさは、２ペ○大東総合政策課長

ージの（１）の⑤の宮崎ならではの魅力向上と

情報発信の強化というところにつながってくる

と考えておりまして、例としましては、従来か

ら宮崎県が取り組んでおりますスポーツランド

のさらなる磨き上げ 今回新たな施設を整備─

する計画もございますけれども こういった─

ことを活用しながら、コロナ後の観光の再興と

いったものにつなげていくというイメージで捉

えております。

その中の過程において、宮崎独自○外山委員

の対応・対策が、経済面であるとかいろんな面

ではっきり出てくると思うんですけれども、都

会のような横並びの形じゃなく、宮崎らしさと
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いう宮崎独自の対策の発揮、それを期待してい

ますんで、よろしくお願いします。

県民文化芸術振興条例についてで○中野委員

すが、これはすばらしいことだと思います。中

身を見ても、ちょうど国文祭・芸文祭が終わっ

たばかりですから、条例の作成の時期もいいな

と思っております。

ただ、表題が（仮称）宮崎県文化芸術振興条

例とありますが、今回の国文祭・芸文祭を見て

も、神話の国宮崎を強調して、神楽とかそうい

うものを強調してきたわけですよね。神楽とい

うのは、芸術といえば芸術、文化といえば文化

だけれども、芸能ですからね。宮崎県のために

は やはり芸能という部分にもっとクローズアッ、

プしたような表題にしてほしいなと。

宮崎県に神楽があれば、全国にもいろいろな

土着的な文化があると思うんですよね。それが

芸能という形でずっと続いていると思うんです

。 、よ 宮崎県はそこに神話の国宮崎ということで

神話を中心に 神楽がずっと続いているし、─

それから民謡の宝庫でもありますから。民謡と

いうのは、芸術じゃないと思うんですよね。新

しく歌を作曲する云々というのは、それは芸術

かもしれないけど、土着的にずっと昔からあっ

た歌ですから。そこにまた舞踊というか踊りも

入ってきたんですよ。

だから、ここには宮崎県文化芸能芸術振興条

例と、やっぱり芸能を入れるべきだと思うんで

すよね。平たく言えば、芥川賞は認めるけれど

も、直木賞はあんまり認めないというようなこ

とと一緒だと思うんです。やはりみんながよく

読む小説は、どっちらかというと直木賞ですか

ら。

そこには地域性があったり 土着的な面があっ、

たり、そういうものがありますよね。芸術その

ものを極める文学といえば、純文学として芥川

賞かもしれません。しかし、直木賞というのも

すばらしい賞だと思います。だから、芥川・直

木賞を同時に発表するわけですから。

ところが、なかなかエリートの皆さん方は、

芥川賞は認めるけれども、我々の好きな直木賞

は、俗な文学だということで認めようとしない

。 、嫌いがありますから そのエリート性を捨てて

直木賞を認める、いわゆる芸能を認めるという

形でやってほしいと思います。

これまでの取組はずっと、文化を考える懇談

会ということで、何もここには文化芸術を考え

る懇談会でもなかったわけですから。表題にこ

だわるわけじゃないですけれども、そのことを

もう一度、宮崎県らしさを出す条例にしてくだ

さい。私はこだわりますので、どうかよろしく

お願いします。

今、中野委員か○河野みやざき文化振興課長

らの御指摘のように、本県には様々な芸能がご

ざいます。地域においてはその芸能 神楽と─

か臼太鼓踊り、棒踊りだとか、いろんな芸能が

人々をつなぎ、地域の人が生き生きと暮らすた

めの非常に大事な材料だと思っております。

表題につきまして申し上げますと、この文化

芸術という言葉は、決して古くからある言葉で

はございません。2001年に文化芸術振興基本法

という法律ができて、言ってみればそのときに

つくられた言葉でございます。

当初は、芸術文化振興法だったんですが、国

会で議論がなされる中で、やはり芸術を中心と

する文化というよりも、文化というものは幅広

いものだから、文化を先に持ってくる。ただ、

やっぱり芸術というものの存在も大きいという

ことで、芸術を含む文化ということで、文化芸

術基本法ができたので、私ども自治体としまし
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ては、国の法律等を踏まえて施策を推進するこ

とになりますので、この文化芸術という言葉を

踏まえて、条例の名称については考えていると

ころであります。

文化的な賞で一番大きいのは、文○中野委員

化功労賞と文化賞ですよね。この中には芸術と

か芸能とかいろんなのをひっくるめて文化功労

賞、文化賞とありますよね。３日に授与式があ

ります。だから、国そのものも芸術というもの

も含めて文化としているんでしょうから、11月

３日は文化芸術の日じゃないもんな。

、 、この条例にするんだったら 国にお願いして

文化の日は、文化芸術の日に変えてくださいと

お願いしてくださいよ。

私は前に記紀編さん室の○松浦総合政策部長

室長をしておりまして、そういった地域の芸能

といいますか、そういったところの話にも随分

関わってきたところでございます。

先ほど御説明したように、今の条例のタイト

ルが、国の法律から持ってきているところであ

りますけれども、県として、今の国文祭・芸文

祭を終えたところで、どういうようなものにこ

ういったものをつないでいくのかということも

ありますので、どういう形でのタイトルづけが

いいのかということは、少し検討させていただ

きたいと思います。

全国知事会、地方税財政常任委員○井上委員

会の活動についてというところでお聞きしたい

んですれども、昨夜、選挙が終わったばっかり

で あのとき岸田総理が何度も成長と分配とおっ、

しゃっていて、そしてすぐ補正を組むと言って

おられたんですけれども、それについては頭に

きちんと入っているのか。この補正は見逃せな

いので、それについてはどのような考えを持っ

ているのか。

御指摘のとおり、選○高妻広域連携推進室長

挙が終われば、経済対策の策定も佳境に入って

まいります。そして、一部報道では、年内にも

補正をというようなお話もあったと聞いており

ますので、当然そこを見越してこの要望活動を

行っております。

先ほどお示しした６ページの１の①にある地

方創生臨時交付金の２兆円規模の増額といった

要望は、まさにこれを目指して行っているもの

でございまして、明日の税財政常任委員会であ

る程度合意が取れましたら、知事会の要望とし

て、近々にでも国のほうに足を運んでまいりた

いと考えております。

、 、○井上委員 感染症関係のことを考えると 今

感染者が非常に少なくなってきているんですけ

れども、これをどう分析するかがとても大事だ

と思うんです。我が県は医療体制が脆弱だと常

に言われてきて、その中でどうやってこのコロ

ナ対策をきちんとやるかと。そのことと両立し

て、経済政策をどうするのかということが国か

ら来ないと、そこがないために経済対策のとこ

ろまで行き切れずに、結局右往左往してしまう

ことがあったと、私はそういうふうに見ている

わけです。

、 、 、だから 今回 感染者が減ったことについて

どう分析するのかというのは大変重要なところ

だと思うので、そこを含めて、全国知事会の中

でもきちんとした議論をしてもらいたいという

こと。

それと、宮崎県は脆弱な医療体制をどうやっ

て克服できるのか。また、今後どのように克服

していこうとしているのかということを、きち

んとスケジュールを全部明らかにしろとは言わ

ないけれども、常に医療体制が脆弱なのでと言

い続けないといけないのか。６波に対してどう



- 12 -

令和３年11月１日(月)

やって対応していくのかということが非常に問

われると思うんですけれども、その辺りは、宮

崎として要求するときには、どんなふうに考え

ているんですか。

大変重要な御指摘だ○高妻広域連携推進室長

と思っております。

この２兆円の要望の中には、医療検査体制に

つきましては、やはりそこに相当な予算が必要

であるというところをしっかり訴えまして、Ｐ

ＣＲ検査の説明も先ほど総合政策課からござい

ましたが、こういったもの、それから病床の確

保といったところにしっかりお金を回せていけ

るよう、そういったものも含めて要望してまい

りたいと考えています。

そして、あとは地域経済の回復というところ

。に重点を置いていくというところもございます

こういったものを含めて積み上げたのがこの２

兆円でございますので、しっかりと国のほうに

声を届けてまいりたいと考えております。

私の質問に対する十分な答弁では○井上委員

ないと私は思うんだけれども、これはまだ議論

すべき内容なので。11月議会もあるので、その

ときにまた改めて議論させていただきたいと思

います。

それと、先ほど図師委員からもあったんだけ

れども、ワーケーションの考え方というのは、

人口減少問題も含めてだけれども、地方創生含

めて、やはりきちんとした考え方を持っていな

いといけないと思うんですよね。

そこを考えたときに、地方創生及びデジタル

化の推進というところとは物すごく密接な関係

があって、それで予算確保の問題も含めてそう

だけれども、宮崎県がそれにどう合致していく

というか、ワーケーションをどんなふうに考え

るかということももちろんあって 私は今回 62、 、

団体での協議会が設立できたということ自体が

すばらしいと思うんですが、そこでの議論をど

ういう方向に持っていけるのかというのは、ば

らけて意見だけ聞けばいいということにはなら

ないと思うので、宮崎県として、ある程度ワー

ケーションに対する考え方やイメージみたいな

ところはきちんと議論しておくべき必要性があ

るのではないかなと思うんです。

そのバックとしては、デジタル化の推進とい

うのは、決して外せない。これをどうやって予

算確保もし、地域づくりですよね、地域医療の

固め方をどうしていくのかということをちゃん

、 、としないと いらっしゃいと言ってみたものの

うまく情報を共有化できないのと、それと情報

発信ができないということになってしまうと思

うんですね。

だから、設定としてというか、これから向か

うシチュエーションとしてはいいとしても、こ

れをきちんと押し上げていくためには、その議

論をきちんとするべきではないのかなと思う。

私は常に総合政策部には大変な期待をしてい

るわけだけれども、宮崎県全体の政策の具現化

、 、には それをちゃんとコーディネートする場所

部門がないといけないと思うし、それはやっぱ

り総合政策部に課せられた一つのステータスで

もあると思うので、部内でもそうだけれども、

そこをどういうふうにきちんと議論していくの

かというところだけ聞かせてもらいたい。

ワーケーション○川端中山間・地域政策課長

に関しましては、非常に広がりがある取組であ

ると考えております。委員の御指摘のとおり、

情報政策の部分も非常に大きいということで、

委員会でも報告させていただいたところですけ

れども、今年の１月に庁内でまず連絡会議を立

ち上げたところで、私ども中山間・地域政策課
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だけでなく、情報政策課であるとか、企業立地

課、観光推進課、中山間農業振興室等々、６所

属で立ち上げて、庁内の各種施策を調整しなが

ら、それぞれ共同して進めていくところです。

さらに今回、県内全域の民間企業とか市町村

も含めて 市町村のほうもかなりワーケー─

ションの取組には関心がございまして、それぞ

れのキャンプ場でＷｉ―Ｆｉの設備を整えなが

ら、受入れ体制を整えているところがだんだん

増えてきておりますので、協力してやっていこ

うということで、今回、協議会ができたところ

です。

とにかく通信設備の整備は基本中の基本で、

テレワークを進める上でも非常に必要で、特に

宮崎県では、沿岸部の通信設備の整っていると

ころでもなんですけれども、例えば椎葉村のＫ

ａｔｅｒｉｅという施設ができておりますが、

椎葉村は５Ｇが非常に整っているところで、あ

ちらのほうでワーケーションの受入れが進んで

いるところです。

山間部も非常に魅力があるところだと考えて

おりまして、今後、モデルプログラムを県のほ

、 、 、 、 、うで作っていく中で 県央 県南 県西 県北

４地域の家族向けとか企業向け、いろんなパタ

、ーンのモデルを作って この間の協議会でも─

南紀白浜町の講師より、宮崎県は非常にポテン

シャルが高いんじゃないかと言われておりまし

た。

そういった山間部の取組を特に人口増につな

がる可能性があるということで応援していきた

いと考えているところです。

ワーケーションで来られた人も含○井上委員

めてそうだけれども、結局、地域をよく知って

いただくという点での入り口みたいなところも

あるため、これは物事の考え方としては本当に

道理に合っている内容なので、ぜひこれを仕上

げていっていただきたい。

、 、だから 前から何度も申し上げているように

宮崎県内の地域づくり ここをこんなふうに─

という、地域づくりの一つの大きなきっかけに

もなるので、これは私の表現が悪いかもしれな

いけれども、市町村を引きずってでも連れてい

かないといけない内容なので、ここがうまく議

論ができていくと、随分地域づくりが変わって

いくし、先ほど外山委員からもあった、宮崎ら

しさというのは何なのかということも、みんな

で確認することもできたりするので。

これは大変注目すべき仕事なので、ぜひやっ

ていただきたいと思います。

一点だけ。２ページに令和４年度○星原委員

における重点施策とうたっていろいろ書かれて

いるんですけれども、私は数値目標と成果をど

ういうふうにして求めていくんだという、その

辺も多分入っていると思うんですよね。その辺

のところもどうしていくのか。足りないところ

があったときには、次の政策の中で事業計画を

。 、立てて予算を確保していくと そういう意味で

掲げてある数値目標、成果を最終的に求めてい

るというところまでしっかりやっていただきた

いなと思います。

数値目標、アウトカムと○大東総合政策課長

いうものですけれども、これにつきましてはせ

んだっての委員会でも御報告させていただきま

したが、政策評価という形で、例年、内部評価

・外部評価というのを行っております。

令和２年度につきましては、新型コロナの影

響がありまして十分な成果は得られませんでし

たけれども、来年度はこういった重点施策を講

じることによりまして、今マイナスになってい

るところをまずは平常まで戻し、さらに上積み
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を目指していくと。幾つか項目がありますけれ

ども、まずは回復させるもの、あるいはコロナ

後を目指してさらに伸ばすもの、いろいろ種類

はございますので、そこをしっかりと成果が出

るように、来年度の事業構築と事業の推進に頑

張っていきたいと思います。

今言われたとおり、多分そういう○星原委員

形になっていると思いますし、今後、コロナ禍

だけではなくて、これからウイルスがいろんな

形を変えながらやってくると思うんで、そうい

うものを経験を基に、次にまたそういう時代が

、 、来たときには いち早く取り組んでいただける

そういう対応までどこか頭の片隅で考えておい

ていただきたいなと思います。

異口同音ですけれども、来年度の○中野委員

重点施策、せっかく今度衆議院選挙があって各

政党間議論を交わして、恐らく10日には特別国

会があって、新しい首班指名があって内閣が発

。 。 、足する 補正予算の云々もありました そして

新しい予算編成もされると思うんですよね。こ

れに固執するんじゃなくて、柔軟性を持って来

年度の重点施策を決めてほしいと思います。こ

れは要望しておきます。

ほかにないですか。○西村委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもちまして総○西村委員長

合政策部を終わりたいと思います。お疲れさま

でした。

暫時休憩いたします。

午前10時56分休憩

午前11時１分再開

委員会を再開いたします。○西村委員長

それでは、報告事項の説明を求めます。

総務部でございます。

本日の説明事項につきましては、お手元に配

付しております総務政策常任委員会資料の目次

にありますとおり、令和４年度当初予算編成方

針についてでございます。

詳細につきましては、財政課長から御説明い

たしますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。

それでは、令和４年度の予算○石田財政課長

編成方針について御説明します。

お手元に別冊として、方針の全文をお配りし

ておりますけれども、委員会資料でポイントを

御説明したいと思います。

。委員会資料の１ページ目をお願いいたします

来年度、令和４年度の当初予算編成方針の概

要でございます。

まず１番、予算編成の基本的な考え方でござ

いますが、令和４年度当初予算編成に当たりま

しては、引き続き健全な財政運営を維持しなが

、 、 、ら 新型コロナ対策や人口減少対策 それから

防災・減災、国土強靱化対策をはじめとする本

、県の諸課題に的確に対応していくということと

将来を見据えた新たな成長活力の創出につなげ

る取組について、積極的な展開を図ってまいり

たいと考えております。そのため、先ほど総合

、政策部のほうから御説明申し上げましたとおり

３ページ、４ページに記載しております、令和

、４年度における重点施策に掲げる取組について

予算編成におきましても必要な措置を講じると

いうこととしております。

１ページ目、１の（２）でございます。予算

計上に当たっての留意事項でございますが、健

全な財政運営を維持するため、中長期的な視点

にも立って、社会保障関係費や公共施設等の老

朽化対策、国民スポーツ大会開催に伴う経費な

ど多額な財政負担が見込まれる事業につきまし
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、 、ては 市町村等との連携・役割分担を考慮の上

総額の抑制を図りながら、計画的な予算計上を

行うこととしております。

次に、２番で全般的事項を記載してございま

す。

（１）予算要求限度額につきましては、昨年

度と同様、いわゆるマイナスシーリングは設定

しておりません。一律に例えば10％減とか20％

減という形は取っていません。令和４年度の予

算要求限度額につきましては、基本的に、令和

３年度当初予算額の範囲内としております。た

だし、県単独公共事業費（維持管理経費分）ほ

か２事業につきましては、シーリング表のとお

りとしております。

ここまでが通常分の限度額でございますが、

来年度も引き続き新型コロナ対策、感染症対策

のみならず経済対策も含めて、こういった対策

が必要であるということと、国において、防災

・減災、国土強靱化のための５か年加速化計画

というものが、これは来年度、実質的に２年度

目を迎えますけれども こういったことが決まっ、

ておりますことから、下の留意事項にございま

すように、１、新型コロナウイルス感染症対策

に要する経費及び、２、国土強靱化対策に係る

公共事業費につきましては、国の予算編成の動

向等を踏まえながら、地方負担額や財源確保の

状況等に十分留意した上で、別途要求を認める

こととしまして、今後の予算編成の過程におい

て、適切に対応してまいりたいと考えておりま

す。

最後に、２ページ目でございます。

（２）事業構築に当たっての留意事項でござ

います。

新規・改善事業の構築に当たりましては、県

の役割を踏まえまして、必要性、緊急性、有効

性等を十分に勘案するとともに、事業を確実に

実施していくために、実施方法や条件、積算内

訳等について、事業の構築段階から十分な調整

及び確認を行うこととしております。

私からの説明は以上でございます。

説明が終わりました。○西村委員長

質疑はございませんか。

今、財政課長から説明をいただい○星原委員

たんですけれども、予算計上に当たっての留意

事項で、健全財政運営を維持するため、それは

当然のことなんだけれども、やはりこれだけコ

ロナ禍で疲弊した人たちのためには、令和４年

度においては、少し無理をして予算を組んで、

そして一日でも早く元気な姿に戻すための対策

をしっかりやってほしいなと思うんですけれど

も。

その辺について、国の方向だけではなくて、

県の独自の部分で何ができるか、どういう予算

を組めばいいのか。その辺のところに少し配慮

して、一日も早く県民が元気になるための、そ

ういう部分には多少無理しても予算を組んでほ

しいなと思うんですが、どうですか。

、 、○石田財政課長 御指摘のとおり 県内の実情

特に都市部に比べてやっぱり厳しい部分も当然

あります。業種、それから生活、いろいろござ

います。そういったところにしっかり目配りを

しながら、おっしゃるように、経済対策も含め

て、今何をすべきかというところを積極的な姿

勢で検討してまいりたいと考えております。

また、総選挙を踏まえて、今後、大型の経済

対策という話もございますので、そういったと

ころもしっかり的確にキャッチアップして、宮

崎県に少しでもそういった財源、あるいは有効

な対策が取れるように、補正それから当初予算

でしっかり対応してまいりたいと考えておりま
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す。

去年から今年にかけてこの２年間○星原委員

で倒産したところ、廃業したところもあり、県

の税収もかなり減っていくと思うんですよね。

そういう中ではあるんだけれども、このコロナ

禍というのは災害だと思って、しっかりした予

算を組んで、早く立ち直るためにも、しっかり

した形で予算を計上していただきたいとお願い

します。

委員の御指摘のとおり、事業○石田財政課長

者があって、それから県民の方があっての県で

ございますので、しっかり事業継続していただ

けるように、あるいは地域経済の発展になるよ

うに取り組んでまいりたいと思います。ありが

とうございます。

よろしくお願いします。○星原委員

星原委員の質問にも関連するので○図師委員

すが、予算総額はそう大きくは変わらない。今

後、補正がどういう形で出てくるかにもよりま

すが、マイナスシーリングもかけないというこ

となので、要は今のような重点施策を打つに当

たっては、いわゆるスクラップする部分がない

ことには、ビルドがないと思われます。

そういう部分は財政課のほうで、ここは止め

ましょうとかいうような判断基準があるのか、

もしくは担当課のほうで、ここは見切ったほう

がいいものは、どちらがどう、それは双方で判

断する場合もあるんでしょうが、基準みたいな

ものはあるんでしょうか。

御指摘いただいたように、お○石田財政課長

互いの相互作用で今は進めております。例えば

３年とか５年とか期限を区切っている事業につ

いては、当然そのタイミングで見直しを行う。

さらに言うと、各事業課のほうで、これはもう

ちょっと前倒ししてスクラップをして新たなも

、のをという考えを言われることもございますし

我々財政サイドのほうから、全体的な見地とか

横串を見て、ここはやめて違う形にしたほうが

いいんじゃないかということも言ったりもして

おります。

これ自体の作業は、お盆過ぎぐらいからずっ

と今、現行事業の見直しの作業は進めておりま

して、おっしゃったようなスクラップ・アンド

・ビルドの部分、さらに重点をどこに置いてい

くかというのを今後の予算編成でさらに詰めて

検討していきたいと考えております。

この重点施策の３ページなんです○中野委員

が、１の（１）の感染症に強い医療提供体制の

充実ということで、ここに書いてあるとおりな

んですよね。それで、今回のコロナ禍で指定病

院、協力病院がいろいろありましたが、現実的

にはどこの病院ということは公表されていませ

んよね。

しかし、現実的には各地域の公立病院は、必

ず指定病院か協力病院になっているんです。そ

こを中心に、民間の医療機関にも順次広がって

きたということでしたから。やはり市町村が経

営している公立病院で、この前もドクターの確

保とかいろいろ要望がありました。ここをやっ

ぱり充実しないと、地域医療の体制の強化とい

うことにはならんと思うんですよね。県だから

県立病院だけを中心に考えるんじゃなくて、県

下全体の医療を考えて。

公立病院はどこも赤字ですから、県立病院も

赤字でなくてもかなりのお金を一般財源から入

れているわけです。市町村立の公立病院もそん

な形ですから、それでも財源が非常に厳しいの

で、その辺の手助けをしたり、ドクターの確保

をしたり、もっともっと力を入れてほしいと思

いますので、そういうことをせっかく医療提供
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体制の充実となっていますから、名実ともに、

本腰を入れてやってほしいと思いますので、お

願いしておきます。

委員の御指摘のとおり、公○川畑市町村課長

立病院というのは、地域医療に果たす役割が大

変大きいので、それぞれの医療ニーズとか、コ

ロナのその時々の対応ということをしっかり

やっていただく必要があると思っております。

そういう意味で、御指摘のとおり財政事情等

厳しい面もありますけれども、そういった医療

サービスの提供に支障がないように、しっかり

と国の補助金であったり、今回のコロナでいえ

ば交付金になりますけれども、そういったもの

をしっかり確保しつつ、しっかりと対応できる

ように市町村に助言してまいります。

また、県でいうと福祉保健部になりますけれ

ども、しっかり連携しながら対応してまいりた

いと思っております。

先ほども申し上げたんですが、こ○中野委員

の令和４年度の重点施策は、非の打ちどころの

ない内容にはなっておりますが、せっかく今度

衆議院選挙があって、各政党間議論して結果が

出たわけですから。そして10日には特別国会が

開催されて、首班指名があって新しい内閣も発

足すると。それとまた補正予算云々もあります

し、新たな内閣が、来年度方針も予算も含めて

やると思いますから、この内容を柔軟に、この

方針でずっと行くんだというわけじゃなくて、

ぜひ国の流れも見ながら、柔軟に対応してほし

いなと思いますので、どうかよろしく。

私も全く同じ思いで、柔軟に○石田財政課長

対応してまいりたいと考えております。

ほかにありませんか。○西村委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって総務部○西村委員長

を終了いたします。

執行部の皆さん、お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時15分休憩

午前11時16分再開

それでは、委員会を再開いたし○西村委員長

ます。

その他になりますが、その他で何かございま

せんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、本日の委員○西村委員長

会を終了いたします。

午前11時17分閉会

令和３年11月１日(月)
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